資料５
緊急放送への対応について
２０１２年３月1日（木）

日本テレビ放送網

テレビ朝日

北海道放送

朝日放送
１ページ目
東日本大震災での聴覚障害者向け放送について
－日本テレビにおける緊急字幕対応－
2012年3月1日（木）
日本テレビ放送網株式会社
２ページ目
発生時の状況
2011年3月11日（金）
14時46分18秒
日本テレビではその瞬間の放送は
「情報ライブミヤネ屋第1部」
（写真）
ミヤネ屋のテレビ放送画面に
「震度６強　宮城中部・福島中通り・福島浜通り・茨城北部」のテロップが流れている。
３ページ目
14時57分に報道特番に切りかえ
 「ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第１部」
Ｌ字スーパーは対応できましたが、字幕は間に合わず
（写真）
特番のテレビ放送画面に、津波警報等の発令を示した日本地図が表示されている。
４ページ目
15時50分の特番の途中
17時00分から字幕対応が始まる
「ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第２部」
※番組の放送時間は15時50分～19時00分
（写真）
管首相（当時）の記者会見に字幕が付与されている。
なお、ワイプで手話画面も付与されている。
５ページ目
以降25時間に渡り字幕を付与
 3月11日（金）の実績
13時55分から14時55分
情報ライブミヤネ屋第1部
字幕なし
Ｌ字なし
14時55分から14時57分
 情報ライブミヤネ屋第2部
字幕なし
Ｌ字なし
14時57分から15時50分
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第1部
字幕なし　
Ｌ字　ネット送出
15時50分から19時
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第2部
字幕あり※
Ｌ字　ネット送出
19時から23時
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第3部
字幕あり
Ｌ字　ネット送出
23時から25時28分
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第4部
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
25時28分から29時30分
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第5部
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
６ページ目
3月12日　土曜日の実績
5時30分から12時
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第6部
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
12時から14時30分
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第1部
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
14時30分から16時55分
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第2部
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
16時55分から17時30分
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第3部
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
17時30分から18時
news every. サタデー
字幕あり
Ｌ字　ローカル送出
18時から18時30分
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第4部
字幕なし
Ｌ字　ローカル送出
18時30分から23時
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第5部
字幕なし
Ｌ字　ローカル送出
23時から23時55分
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第6部
字幕なし
Ｌ字　ローカル送出
23時55分～24時50分
Going! Sports&News
字幕なし
Ｌ字　ローカル送出
24時50分から29時10分
ＮＮＮ緊急特番東日本大震災第7部
字幕なし
Ｌ字　ローカル送出
７～10ページ目
3月11日から18日の一週間における字幕付与は54時間44分間にのぼる
（以下、3月11日から18日までの字幕付与した放送番組及びその時間に係る表）
3月11日（金）
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第２部
※字幕付与開始は１７時～
17時から19時
計2時間
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第３部
19時から23時

計4時間
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第４部
23時から25時28分

計2時間28分
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第５

25時28分から29時30分

計4時間2分
3月12日（土）
ＮＮＮ緊急特番宮城・茨城沖大地震第６

5時間30分から12時

計6時間30分

ＮＮＮ緊急特番東日本大地震第１部
12時から14時30分

計2時間30分
ＮＮＮ緊急特番東日本大地震第２部

14時30分から16時55分

計2時間25分
ＮＮＮ緊急特番東日本大地震第３部

16時55分から17時30分

計35分間
news every. サタデー
17時30分から18時
計30分
3月13日（日）
ＮＮＮ緊急特番東日本大地震バンキシャ　スペシャル

18時から19時58分

計1時間58分
3月14日（月）
 PON！【短縮】
10時25分から11時14分

計49分

ＮＮＮ緊急特番東日本大地震第１６部
11時14分から13時55分

計2時間41分

情報ライブミヤネ屋第１部
13時55分から14時55分

計1時間

情報ライブミヤネ屋第２部
14時55分から15時50分

計55分

ＮＮＮ緊急特番東日本大地震
15時55分から16時53分

計58分
ＮＮＮ報道特番news every. 第１部
16時53分から17時50分

計57分
ＮＮＮ報道特番news every. 第２部
17時50分から19時

計1時間10分
ＮＮＮ報道特番news every. 第３部

19時から19時56分

 計56分
ＮＮＮ緊急特番東日本大地震第１７部
19時56分から22時

計2時間4分
3月15日（火）
 ＮＮＮストレイトニュース
11時30分から11時45分

計15分

情報ライブミヤネ屋第１部
13時55分から14時55分

計1時間

情報ライブミヤネ屋第２部
14時55分から15時50分

計55分

ＮＮＮ報道特番東日本大地震
15時55分から16時53分

計58分

news every. 
16時53分から19時

計2時間7分

ＮＮＮ報道特番東日本大地震
20時54分から21時

計6分
3月16日（水）
ＮＮＮストレイトニュース
11時30分から11時45分 
計15分
ストレイトニュース２部
11時45分から11時55分

計10分
ＮＮＮ報道特番東日本大地震
15時55分から16時53分

計58分
news every. 
16時53分から19時

計2時間7分
ＮＮＮ報道特番東日本大地震
20時54分から21時

計6分
3月17日（木）
ＮＮＮストレイトニュース
11時30分から11時45分

計15分
ストレイトニュース２部
11時45分から11時55分

計10分

ＮＮＮ報道特番東日本大地震
15時55分から16時53分

計58分

news every. 
16時53分から19時

計2時間7分

3月18日（金）
 ＮＮＮストレイトニュース
11時30分から11時45分

計15分

ストレイトニュース２部
11時45分から11時55分

計10分

ＮＮＮ報道特番東日本大地震
15時55分から16時53分

計58分

news every. 
16時53分から19時

計2時間7分
首相臨時会見カットイン（金曜スーパープライム内）

20時13分から20時21分

計8分
ＮＮＮ報道特番東日本大地震
20時54分から21時

 計6分
合計：54時間44分
（以上で表終わり）
11ページ目

諸団体より高い評価を頂きました

・7月22日　全日本聾唖連盟より感謝状を頂く

・10月9日　全日本難聴者・中途失聴者団体連合会より特別賞を頂く
12ページ目

日本聴力障害新聞
（「日本テレビに感謝状贈呈－大震災直後から長時間字幕をつけて放送し続けたことに－」の記事掲載）
13ページ目

日テレ社内でも関係者の功績に対して表彰を行いました

 スピードワープロ社及びアックス・オンの担当者に表彰状を贈呈
（写真）
アックス・オンの担当者等の表彰式風景
14ページ目

25時間連続の字幕放送制作～送出の流れ

発生時、当日夕方ニュースのリアルタイム字幕のためにスタンバイしていたスピードワープロ社とアックス・オン字幕運用チームに緊急報道特番を依頼。

ローテーションで運用し、25時間連続字幕制作を実現。

（図はじめ）
字幕制作から送出の流れについて以下説明
１.スピードワープロ研究所（新宿にて）
・高速テキスト入力操作（スピードワープロ担当）

（スピードワープロ研究所のテキスト入力現場の写真掲載）

↓
２.ＮＴＴ光回線

・本命：ビジネスイーサ

・予備：Ｂフレッツ

↓
３.日本テレビ（汐留にて）

（１）リアルタイム字幕システム（リアルキャップ３系統　掛ける　２式）

・テキストデータを字幕データに変換し確認・出力操作（アックス・オン担当）
↓
（２）デジタル字幕送出装置（Ａ/Ｂ系）

・オンエアデータに従ってＡＰＳ制御され字幕データを送出
（日本テレビメディアセンター）

↓
（３）メディアセンター本線で字幕重畳
（図終わり）
15ページ目

大災害時における字幕放送の課題（1）
１．本放送自体の継続確保
２．字幕制作体制の維持（施設・回線・通信系統など）
16ページ目

大災害時における字幕放送の課題（2）
３．作業要員の安全性と環境（交通手段の確保・家族との連絡食事や交代要員の供給など）
17～18ページ目

まとめ

 今回は平日（金曜日）の昼間での大災害発生であり、かつ東京が直接的には大きな被害を受けなかった例外的な実績であると言わざるをえない。

 もし、夜20時以降の被災で、東京直下型であったならば・・・

 民間放送局それぞれが全ての課題をクリアするのは実際としては非常に困難であり、全放送局で一体となって課題を共有し対処することが必要となる
19ページ目

東日本大震災での視聴覚障害者向け放送について

2012年３月　テレビ朝日

20ページ目
東日本大震災時の生字幕放送について

 3月11日の「東日本大震災」発生に伴い、「ANN報道特番」を中心に、急遽生字幕対応を実施。

 「東日本大震災」関連では、（連続ではないが）約５４時間の緊急生字幕対応を行った。

21～22ページ目
震災発生時から１６日までの生字幕放送対応実績
（１時間ごとに５分程度の中断時間は含む）
3月11日（金）

※地震発生後、14時51分30秒 レギュラー番組「劇的空間」内でマスターカット

・16時53分から19時「ANN報道特番（スーパーJチャンネル）」

・19時から24時15分 「ANN報道特番」

（当日「スーパーJチャンネルANNゾーン」（1754-1817）でのリアルタイム字幕対応で予定していた人員で対応開始。）
3月12日（土）

・12時から18時 「ANN報道特番」

・18時から21時 「ANN報道特番」

・21時から24時 「ANN報道特番」

3月13日（日）

・12時から15時30分 「ANN報道特番」

・15時30分から18時 「ANN報道特番」

・18時から21時 「ANN報道特番」

・21時から24時 「ANN報道特番」
3月14日（月）

・11時25分から13時55分 「ANN報道特番（ワイドスクランブル）」

・13時55分から16時53分 「ANN報道特番」

・16時53分から20時54分 「ANN報道特番（スーパーJチャンネル）」

・20時54分から23時10分 「ANN報道特番（報道ステーション）」

3月15日（火）

・11時25分から13時55分 「ANN報道特番（ワイドスクランブル）」

・13時55分から16時53分 「ANN報道特番」

・16時53分から19時「ANN報道特番（スーパーJチャンネル）」
・19時から21時48分「ANN報道特番東日本巨大地震100時間の全記録」

（21時48分「世界の街道をゆく」が震災発生後の初の通常編成）。

3月16日（水）

・19時から21時48分 「池上彰の学べるニュース緊急生放送スペシャル」

※ 3月11日（金）16時53分～14日（月）16時53分まではノーCMで放送
（ノーCMのため、入力スタッフの休憩用に一時字幕を中断して対応）

23ページ目
震災発生時のＬ字放送対応
3月11日（金）～3月14日（月）16時53分まで：地震発生以降、終日Ｌ字対応

3月14日（月）16時53分以降：ＣＭ以外終日Ｌ字対応

3月15日（火）～3月20日（日）：ＣＭ、ミニ枠以外、終日Ｌ字対応

3月21日（月）18時12分以降：Ｌ字解除

24ページ目
東日本大震災をふまえた視聴覚障害者向け放送の課題や今後の対応

テレビ朝日では現在、（月）～（金）昼ニュース、午後の5分ニュース（14時55分）、「スーパーJチャンネル」のANNニュース部分に字幕を付与している。

• 東日本大震災の発生が、午後ニュース（14時55分）の時間であり、その後の「スーパーJチャンネル」用に字幕オペレーターがスタンバイしている時間に発生していることから、速やかな対応が可能であった

• しかし、平日であってもリアルタイム字幕オペレーターがスタンバイしていない時間帯、また現在、全くリアルタイム字幕が付与されていない（土）（日）などに発生した場合、まずオペレーターの確保が課題となる

• さらに継続放送になる場合は、交代要員の確保、制作体制の維持も課題
25ページ目

東日本大震災での北海道放送の緊急時放送対応について

２０１２年３月１日

北海道放送

26ページ目

東日本大震災時の北海道放送の取り組み概要
（1） 昨年３月１１日の北海道放送ローカル差し替え放送

合計７回、３時間３５分
・現場総動員体制で取材や放送業務に集中

・釧路、浦河に中継車。北海道放送のヘリからも中継

・全道で２０クルーに及ぶカメラ取材体制
（2）１１日のＬ字放送実施～ローカル、ネット合計で６時間４６分あまり
・情報収集スタッフの他、デスク１名、入力者２名での放送体制
⇒その後、東北の被災地へのヘリコプター、カメラクルー、取材記者の応援要請などもあり、Ｌ字を含めた放送体制作りは非常に困難に。

※ 災害時など緊急時放送は、素早い情報把握・放送体制構築と、放送自体の継続性が問われることになる
27ページ目

東日本大震災の経験を生かした緊急時放送の今後の対応など
 東日本大震災の経験を生かし災害時放送の継続性、情報の確保に向けた北海道放送のインフラ等強化の動き

・情報カメラ設置、ＳＮＧ中継車配備など中継体制整備

・衛星電話などによる通信手段確保

・道内１３カ所の中継局に予備電源装置設置など

⇒ローカル局の規模を考えるとコスト面での負担は大きい

※ 北海道放送におけるＬ字放送

北国ならではの雪害、台風などに対し市民生活維持を図るためＬ字放送に対応、文字情報の放送に努めている
28ページ目

首都圏大規模災害時の関西局の取り組み

2012年3月1日

朝日放送テレビ編成部

坪沼晴海

29ページ目

前提

「デジタル放送時代の視聴覚障害者向け放送の充実に関する研究会」

→関西からの参加局は１局のみ

→事前に関西民間放送事業社５局が集まり情報交換

30ページ目

首都直下型地震発生

キー局が被災し、番組の送り出しが不能

→関西局がキー局となり全国に向けて放送

→緊急時災害特番を送り出すことが第一義

→キー局と比較し規模が半分以下の関西局がキー局の代わりをすることは非常に困難

31ページ目

首都直下型地震発生

緊急災害時特番に字幕を付与できるか？

現実的には非常にハードルが高い

→ 高速入力制作を東京の会社に依頼

→ 関西の字幕制作会社の制作体制
以上
